
答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
中
の
公
開
を
予
定
し
、
現
在
、
改
修
業

者
の
公
募
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

利
便
性
に
配
慮
し
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ

た
内
容
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
議

員
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
改
修
に
対
す
る
意

見
募
集
の
実
施
な
ど
、
改
修
過
程
に
お
い
て
、

広
範
囲
に
利
用
者
の
意
見
を
聴
取
し
、
参
考

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
防
災
情
報
、
避
難
情
報
、
防
災
行
政
放
送
、

回
覧
の
内
容
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
掲
載
情
報

を
整
理
し
、
閲
覧
の
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と

な
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
質
問
の
件
に
つ
い

て
は
、
１
点
目
の
質
問
で
も
お
答
え
し
た
意

見
募
集
に
よ
る
意
見
等
も
参
考
に
、
各
担
当

課
と
の
協
議
に
よ
り
、
検
討
を
し
た
い
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
共
施
設
の
予
約
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
を
計
画
し
て
い
る
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
導
入
等
の
計
画
は
な
い
の
で
、
今

回
の
改
修
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

施
設
予
約
に
つ
い
て
は
想
定
を
し
て
い
な
い
。

　

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
近
隣
市
町
で

も
導
入
さ
れ
て
い
る
「
自
動
会
話
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
機
能
の
追
加
を
考
え
て
い
る
が
、
改
修

業
者
に
お
け
る
企
画
提
案
の
中
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
新
た
な
機
能
等

の
提
案
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
採
用
し
て
い

き
た
い
。

◆
山
　
本
　
　
　
博
　
士
　
議
員

【
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
】

問
農
地
を
利
用
し
て
、
太
陽
光
発
電
を
さ
れ

て
い
る
所
が
あ
り
、
農
地
者
利
用
者
が
地
元

の
方
な
ら
ば
、
境
界
外
の
管
理
も
行
き
届
く

が
、
町
外
の
方
な
ど
は
、
境
界
外
の
管
理
は

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

農
地
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
を
許
可
さ
れ
る
基
準
は
ど
う
な
の
か
。

答
農
地
を
利
用
し
て
、
太
陽
光
発
電
を
す
る

場
合
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要
と
な
る
。
農

地
転
用
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、
鬼
北
町

農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
、

許
可
相
当
と
な
れ
ば
、
県
知
事
に
意
見
を
進

達
し
、
県
か
ら
許
可
が
下
り
た
の
ち
、
太
陽

光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

鬼
北
町
農
業
委
員
会
の
審
査
段
階
で
は
、

農
地
の
区
分
と
転
用
目
的
、
資
力
及
び
信
用

が
あ
る
こ
と
、
申
請
に
係
る
用
途
に
遅
滞
な

く
供
す
る
こ
と
の
確
実
性
、
行
政
庁
の
免
許
、

許
可
、
認
可
等
の
処
分
の
見
込
み
、
計
画
面

積
の
妥
当
性
、
周
辺
の
農
地
等
に
係
る
営
農

条
件
へ
の
支
障
の
有
無
を
基
準
と
し
て
審
査

し
て
い
る
。

　

な
お
、
２
０
１
７
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
の
改
正

に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
者
に
対
し
て
、

施
設
及
び
施
設
内
の
草
刈
り
等
を
含
む
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、
太
陽

光
発
電
の
管
理
等
に
係
る
基
準
に
つ
い
て

は
、
農
地
法
と
は
別
の
法
律
に
よ
り
縛
り
が

か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

【
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
】

問
平
成
31
年
度
の
制
度
改
定
前
ま
で
は
、
農

家
に
と
っ
て
大
変
使
い
勝
手
の
良
い
事
業
で

あ
っ
た
が
、
改
定
後
に
お
い
て
は
、
上
限
額

２
０
０
万
円
の
要
件
を
超
え
何
年
も
か
か
る

工
事
に
関
し
て
は
、
長
寿
命
化
の
活
動
の
対

象
外
と
な
り
、
継
続
的
に
事
業
が
出
来
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

平
成
31
年
度
改
定
前
に
出
来
な
い
も
の
か
。

答
多
面
的
機
能
払
交
付
金
の
仕
組
み
と
し
て

は
、「
農
地
維
持
支
払
交
付
金
」
と
「
資
源

向
上
支
払
交
付
金
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

上
限
額
２
０
０
万
円
の
要
件
が
あ
り
、
工
事

の
期
限
が
あ
る
も
の
は
、
資
源
向
上
支
払
い

交
付
金
の
「
施
設
の
長
寿
命
化
活
動
」
で
、

老
朽
化
が
進
む
農
地
周
り
の
農
業
用
用
排
水

路
、
農
道
な
ど
の
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
補
修
・
更
新
等
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
交
付
金
の
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
執
行
の
観
点
か
ら
、
原

則
と
し
て
「
工
事
１
件
当
た
り
の
費
用
は

２
０
０
万
円
未
満
と
し
、
緊
急
性
、（
採
択

か
ら
３
年
目
ま
で
に
施
工
す
る
こ
と
）
が
条

件
と
し
て
、
国
が
制
度
を
変
更
し
た
も
の
で

あ
る
。
国
の
制
度
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し

て
い
る
た
め
、
鬼
北
町
だ
け
が
、
改
定
前
の

制
度
に
戻
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

た
だ
し
、
２
０
０
万
円
を
超
え
る
工
事
を

実
施
し
た
い
場
合
は
、
改
め
て
活
動
計
画
書

と
長
寿
命
化
計
画
書
を
申
請
し
、
県
と
の
協

議
を
行
い
、
県
の
許
可
が
下
り
れ
ば
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
組
織

か
ら
そ
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
町
と

し
て
も
、
計
画
作
成
の
支
援
を
行
い
た
い
。

【
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
】

問
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
り
、
農
林
業
、
運
送

業
に
お
い
て
は
大
変
疲
弊
し
て
い
る
。
特
に

農
業
に
お
い
て
は
、
肥
料
、
農
薬
の
高
騰
、

米
の
値
段
の
急
落
な
ど
、
生
活
が
出
来
な
く

な
る
よ
う
な
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

　

町
と
し
て
、
支
援
は
出
来
な
い
も
の
か
。

答
肥
料
や
飼
料
及
び
燃
料
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
生

産
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
米
、
果
樹
、

野
菜
農
家
や
施
設
園
芸
な
ど
の
生
産
者
及
び

畜
産
農
家
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
今
回
の
補

正
予
算
に
、「
肥
料
価
格
等
高
騰
緊
急
対
策

事
業
費
補
助
金
」
を
計
上
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
米
生
産
者
で
、
10
ア
ー
ル
以
上

作
付
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
４
千
円
、
総
額
で
２
，
２
０
０
万
円
を

補
助
す
る
ほ
か
、
野
菜
、
果
樹
の
生
産
者
で

販
売
額
が
15
万
円
以
上
の
農
家
に
は
、
肥
料

価
格
の
値
上
が
り
相
当
分
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
て
、
事
業
費
５
２
０
万
円
、
施
設
園
芸

な
ど
の
生
産
者
で
、
販
売
額
が
15
万
円
以
上

の
生
産
者
に
は
、
燃
料
価
格
の
上
り
幅
相

当
分
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
、
事
業
費

２
８
０
万
円
、
ま
た
、
畜
産
農
家
に
つ
い
て

は
、
飼
料
の
価
格
値
上
が
り
相
当
分
の
３
分

の
１
以
内
の
補
助
を
す
る
こ
と
と
し
て
、
事

業
費
１
，
２
４
４
万
９
千
円
を
計
上
し
、
全

体
事
業
費
で
、
４
，
２
４
４
万
９
千
円
の
農

家
支
援
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

【
入
札
参
加
資
格
に
つ
い
て
】

問
電
気
設
備
工
事
、
機
械
整
備
工
事
に
関
し

て
、
鬼
北
町
の
業
者
が
参
加
出
来
な
か
っ
た

こ
と
に
、
大
変
残
念
な
思
い
で
い
る
。
Ａ
ラ

ン
ク
が
い
な
い
場
合
は
、
地
元
業
者
の
み
Ｂ

ラ
ン
ク
が
参
加
出
来
な
い
も
の
か
。

答
８
月
５
日
の
臨
時
議
会
で
議
決
い
た
だ
い

た
統
合
保
育
所
の
電
気
設
備
工
事
、
機
械
設

備
工
事
に
つ
い
て
は
、
１
回
目
の
入
札
公
告

で
は
、
町
内
業
者
が
等
級
に
か
か
わ
ら
ず
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
入
札
参
加
資
格
を
２
者

に
よ
る
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
と
し
て
い
た

が
、
応
札
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
や
む
な
く

２
回
目
の
公
告
で
は
、
単
体
企
業
で
の
入
札

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
、

予
定
価
格
が
５
千
万
円
を
超
え
て
お
り
、
Ｂ

等
級
の
業
者
で
は
参
加
で
き
な
い
案
件
と
な

り
、
町
内
に
Ａ
等
級
の
業
者
が
な
い
た
め
、

町
外
業
者
が
落
札
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

業
者
の
選
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
鬼
北
町

で
は
県
に
準
じ
て
、「
鬼
北
町
建
設
工
事
請

負
業
者
選
定
要
綱
」
で
定
め
て
お
り
、
電
気
・

管
工
事
に
つ
い
て
は
、
Ａ
等
級
は
全
部
の
工

事
、
Ｂ
等
級
は
５
千
万
円
未
満
、
Ｃ
等
級
は

３
千
万
円
未
満
、
Ｄ
等
級
は
１
千
万
円
未
満

の
設
計
工
費
の
工
事
に
参
加
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

鬼
北
町
に
お
い
て
は
、
業
者
数
が
限
ら
れ

て
お
り
、
工
事
の
規
模
に
よ
っ
て
、
そ
の
等

級
に
町
内
の
業
者
が
い
な
い
場
合
、
ま
た
は

少
な
い
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
町
外
業
者
を

入
札
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。
県
内
の
８
つ
の

町
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
鬼
北
町
と
同

様
に
、
県
に
準
じ
た
選
定
基
準
を
適
用
し
、

そ
の
等
級
に
町
内
業
者
が
い
な
い
場
合
等
に

は
、
町
外
業
者
を
入
札
に
参
加
さ
せ
て
お
り
、

下
位
の
等
級
の
業
者
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う

扱
い
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
県
外
の
自
治
体
も
含

め
、
他
の
自
治
体
で
の
適
切
な
運
用
事
例
が

あ
れ
ば
、
そ
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

町
内
業
者
が
参
加
し
や
す
い
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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